
第３学年 単元「かくれた数はいくつ（１ 」）
－自分の考えを図で表現し，問題解決に取り組む子どもの育成を目指して－

主張点

考えたことを自分なりに絵や図等で表現し，全体交流の場でそれらの表現の共通点や

違いを話し合うことを通して，一人一人の表現力が育ち，また，数学的な考え方を高

めていけるのではないか。

１ 単元について

( ) 本単元で育てたい数学的な考え方1
これまでに文章題については，四則の順思考と加法・減法の逆思考の問題を学習し

。 。ている また３要素２段階で順思考を組み合わせた問題についても学習してきている

本単元では，これらの学習の発展として，順思考と逆思考を組み合わせた３要素２

（ （ ） ， （ ） ，（ ） ，（ ）段階問題 □－ ａ＋ｂ ＝ｃ □－ ａ×ｂ ＝ｃ ａ＋ｂ ＋□＝ｃ ａ＋ｂ

－□＝ｃ）を扱う。与えられた３つの要素のうち，まず順思考で２つの要素を結びつ

けて新しい要素を作り出し，あとは２要素の逆思考の問題に帰着させ解決に導く。こ

の学習を通して，筋道の通った考え方を育て物事を合理的に処理するための分析・統

合的思考を深めることが主なねらいである。

また，ここでは線分図を導入する。線分図は文章題を解くとき，数量関係を正確に

捉えるための大切な手だてとなるものである。特に，逆思考を含む問題では，線分図

をかくことによって，逆の関係を順の関係に置き換えることができ，解決しやすくな

る。そこで，第２学年で学習したテープ図の幅をなくしたものを線分図と捉え，テー

プ図と同じように考え，また，より抽象化された線分図のよさを味わわせて，問題解

決の際に数直線を進んで活用しようとする態度を養っていきたい。

(２) 数学的な考え方を育てるための算数的な表現力

① 本単元・本時でつけたい算数的な表現力

本単元での３要素２段階の逆思考の問題解決で，子どもたちは問題場面の状況を

把握するために絵や図をかいたり，立式後に自分の考えた過程を振り返り自分の考

えを友だちに説明するために絵や図をかいたりする。

自力解決の場面では，絵や図，テープ図などいろいろな表現を認める。そして，

全体交流の場面で，それらの表現を見比べながら似ているところを見つけていくこ

とで，表現の仕方は変わってもそれぞれに同じ要素が含まれることを確認する。ま

た，それぞれの表現を比較して，数量の大小関係が「具体物の量 「テープ図の広」，

さ 「線分図の長さ」として捉えられることに気づかせたい。違いを見つけより抽」，

象的なものに集約していくことで，より簡潔，明瞭，的確な表現として絵や図から

， 。テープ図そして数直線へと それぞれの算数的な表現力を高めていきたいと考える

② 本単元の算数的な表現力と数学的な考え方のつながり

子どもたちがどの段階で絵や図を必要とするかによって，どのような思考である

か予想することができる。また，絵や図，テープ図，線分図など，自分なりの考え

をどう表現するかによっても，どのような思考であるかは予想することができる。

数学的な思考が苦手でも，より具体的に問題をイメージして自力解決できるよう

に，数図ブロックや目盛り付きテープなど具体物を操作しながら考えられる場を用

意しておきたい。問題状況をイメージ化することで逆に戻して考えればよいことに

気づかせ，それを絵や図などの表現に結びつけていきたい。

また，全体交流の場面でより簡潔，明瞭，的確な表現はどれか話し合うなかで，

まとめて考えると２要素の問題になることに気づかせ，テープ図や線分図のよさを

味わわせたい。そして，新たな課題に対して，より速くて簡単な表現を取り入れて

いこうという意欲化を図り，数学的な考え方を高めていきたい。



２ 単元の目標と評価基準

単 元 の 目 標

関心・意欲・態度 数学的な考え方 知識・理解表現・処理

絵や図，線分図 既習事項を生かして 絵や図，線分図を使 線分図による数，

を使って意欲的に ３要素２段階の問題に って，順思考と逆思考 量の関係の表し方

問題解決にあたろ ついて解決の方法を考 を組み合わせた３要素 が分かる。

うとする。 えることができる。 ２段階の問題を解くこ

とができる。

評 価 基 準

：筋 道 を立 てて ：順思考と逆思考を ：図や線分図を使っ ： 順 思考 と 逆思B B B B
考えるよさに気 組み合わせた問題を て，順思考と逆思考 考を組み合わせ

づき，進んで生 筋道立てて考えるこ を組み合わせた問題 た問題の解き方

活に生かそうと とができる。 を解くことができる｡ を理解している｡

する。 ：順思考と逆思考を ：順思考と逆思考を ： 順思 考と 逆思A A A
：筋道を立てて 組み合わせた問題を 組み合わせた問題を 考を組み合わせA ，

考えを話したり 筋道立てていくつか 立式して解くことが た問題を解く式

書いたりしよう 考えることができる｡ できる。 の意味を理解し

とする。 ている。

３ 単元構成

時間 ねらい・学習活動 関 考 表 知 学習活動における具体の評価規準

【考 「筋道を立てて場面の数量関係を１ 加法，乗法の順 ■ 】

把握し既習の問題に戻して考えるこ思考と減法の逆思

とができる」本 考を組み合わせた

時 問題を解くことが ：はじめに出た数，次に出た数を絵やB
できる。 図で確認しながら立式できる。

：減った数をまとめて戻すとはじめのA
数を求めることができることを，絵や

図を用いて説明できる。

【知 「線分図のかき方や数量の関係の■ 】

表し方が分かる」

：問題に合わせた線分図のかき方が分B
かる。

：線分図を見ながら場面を友だちに説A
明できる。

【関】｢絵や図，線分図を使って意欲的に２ 加法の順思考と ■

問題解決をしようとしたり，見通し加法・減法の逆思

をもって問題にあたろうとしたりす考を組み合わせた

る」問題を解くことが

できる。 ：問題に合わせて絵や図，線分図を正B
しくかこうとする。

：絵や図，式を見比べ考えながら，正A
しい線分図がかけたか確かめようとす

る。

【表】｢順思考と逆思考を組み合わせた問■

題を図や線分図をもとに解くことが

できる」

：問題を読んで図や線分図をかき，立B



式して答えが求められる。

：違う場面の問題でも自分で線分図をA
かき，解くことができる。

４ 指導の実際

， （ ， ）( ) 目標 加法 乗法の順思考と減法の逆思考 □－(ａ＋ｂ)＝ｃ □－(ａ×ｂ)＝ｃ1
を組み合わせた問題を，自分なりに考えて解くことができる。

絵図や線分図，式を見比べながら，減った数をまとめて戻し残りの数と合わ

せるとはじめの数になることが分かる。

( ) 学習指導過程2
学習活動と支援 児童の活動と反応

１ 学習課題をつかむ。

Ｔ：今日の勉強は… 問題を貼る ・ 全員で問題を読む （２回）。（ 。） 。

Ｔ：分かっていることは？（赤線） ： ５羽飛んでいきました。また８羽飛んでいきS 「
ました。残りは 羽になりました 」に線を引17 。

いて，５羽と８羽， 羽を囲みます。17
Ｔ：聞かれていることは？ 青波線 ： はじめ，はとは何羽いましたか 」に波線を（ ） 「 。S

引いて，何羽を囲みます。

支 場面の状況把握をしやすくする○
ため，鳩のさし絵を動かして，提

示する。

Ｔ：今日のめあては，

かくれた数を，絵や図をかいてもとめよう。

Ｔ：今日のかくれた数って何かな？ ：はじめにいた，はとの数。S
じゃ，はじめの数を絵や図をかい

て求めましょう。

２ 自分なりの方法で問題を解く。

Ｔ：自分の考えを図であらわして解

きましょう。

Ｔ：数図ブロックや目盛りテープも

用意してあります。

支 数図ブロックや目盛りテープの○
操作をできる場を用意しておき，

個別支援する。 ・数図ﾌﾞﾛｯｸｺｰﾅｰ…３名

・目盛りﾃｰﾌﾟｺｰﾅｰ…４名

支 飛んでいったからと，ひき算に○
している児童には，矢印を逆にし

ていき残りと合わせることになる

と気づかせる。

：自分の考えが書けたら帽子をかT2
ぶりましょう。

支 早く解けた児童には，別の図や○



説明を考えるように助言する。

３ 考えを話し合う。

(1) 自分の考えを確認する。

：となりの人が書けていたら自分T2
の考えを伝え合ってください。

(2) 全体で交流する。

Ｔ：みんなの考えを聞きたいと思い

ます。 ・ 全員黒板の前に集まって座り，発表を聞く。

支 絵や図，テープ図など，いろい○
ろな方法で解いている子を意図的

に指名し交流できるようにする。

， ，Ｔ：まず ブロックで考えた人から

発表してください。 ：まず，はじめに残ってい る数の１７羽いて，S
帰っ た５羽，そしてまた帰った８羽 （貼る ）。 。

まき戻して（ブロックを動かしながら ，飛ん）

17 30でいった５羽と８羽をたして ＋５＋８＝

答え３０羽です。

SＴ：今，すばらしい言葉を言いまし

たね。 ：まき戻し

： 自分と）同じところがある。S （
Ｔ：いっぺんに行った？ ：順に行きました。S
Ｔ：順にまき戻した。だからたし算

をしたんですね。

Ｔ：次は，目盛りテープの人，発表 ： ３本のテープをくっ つけて貼り）これは，S （
してください。 ５羽と８羽が飛んでい く前です。５羽飛んで

17いって，また８羽飛ん でいったので，この

羽になりました。飛んでいった前の状態に戻す

と（目盛りテープを動かしながら ，）

１７＋５＋８＝３０ 答え３０羽です。

：全部の数。S

：はじめの数をかきたいけど，飛んでいった５S
Ｔ：たして，何を求めたの？ 羽と８羽の矢印をかきます。はじめの数を書き

２人とも 似た考え方をしてるね ます。それで，飛んでいった数をたします。， 。

Ｔ：次は （○図で考えた） さん，， K
発表してください。

５＋８＝１３で，１３＋１７＝３０です。答え

３０羽です。



：まず，飛んでいった５ 羽をのけて，８羽のS
： さんは，まず５＋８をしたん け たら，１７羽になりT2 K
やね。後から， 羽をたした。 ま した。でも，これで17

Ｔ：次は （ﾃｰﾌﾟ図の）Ｓくん。 は はじめの数が分から，

， 。ないので もどしました

， （ ）式は １７＋ ８＋５

＝３０です。

：はじめの数，それから飛んでいったのをかいS
て， 羽を最後にかいた。17

：Ｓくんは，図をかくとき，何かT2
ら先にかいたかな。

：全部たし算になっている。S
Ｔ：黒板を見て，よく似ているとこ

はどこかな？

：とんでいったらへるのにたし算T2
でいいの？なんで？ ：はじめの数なので，いなくなったら，はじめS

。 ， 。○支 「とんでいった」からひき算で の数にならない はじめの数にするために …

はないかと発問し揺さぶりをかけ

る。

： 実際に 人の子どもを移動さT2 5（

せながら）例えば， 人行って，5
戻ってくると…。

支 飛んでいったのを戻すために，○
たし算にすることを押さえる。 ：全部 がはじめ（左）にある。S 17

：全部 羽と 羽が戻ってきている。S 5 8
Ｔ：他によく似ているところは？

：図を見て。 ：○をかくのに時間がかかった。T2 S
：ブロックをしてからかいていたら，時間がかS

Ｔ：では，どこが違うかな？ かったよ。

：テープ図が速くかけるな。S

Ｔ：みんなはどの方法で解いたの？ ・ 自分の方法に挙手する。

ブロックを使った人は，目盛りテ

ープを使った人は，テープ図で考

えた人は…。 ：えー！S
：でも実は，テープ図よりも速く ・ 席に着く。T2
かける方法があるよ。

。T2：忍者のように席に戻って聞こう
自力解決時に選んだ方法

Ｔ：テープ図は，四角形だけど，細 数図ブロック ３／３２

くなって 本の線になった図があ ： あ っ ， 知 っ て 目盛りﾃｰﾌﾟ ４／３２1 S
るのよ。 る！ ○図 ６／３２

Ｔ： テープ図と並べて貼る ） ﾃｰﾌﾟ図 ２２／３２（ 。

かき方は…。



支 飛んでいった鳩と残りの鳩の和○
がはじめの鳩の数になることに気

づくように，式と線分図を対応さ

せて提示し，線分図のかき方を知

らせる。 ：上をあけるの？S
：初めてかくから，先生のまねをT2
してかいてみよう。

Ｔ：文字を書くので１，２行あけて

ね。

Ｔ：次は，何をかこうかな。 ：５羽。S
：５羽と８羽，どっちを先にかこ ：先に飛んでいったから。T2 S
うか？

Ｔ：なぜ？

Ｔ：そう。先に飛んでいったので５ ：８羽。S
羽を先にかいておきます。 ：長い。S

Ｔ：次飛んでいったのが？

：次は ８羽 ５羽よりも長さは？ ： 羽。T2 S 17， 。

Ｔ：少し長めにかいて，そして残っ

たのが？

Ｔ：そう。

：これ。すぐできる。簡単。S
Ｔ：見比べてみよう。さっとかけそ

うなのは？

Ｔ：はじめにいた数は？残りの数と

飛んだ数を合わせればいいね。

・ 問題を全員で読む。４ 学んだことを使って新しい問題

を解く。

Ｔ： の問題をしてみよう。 ：赤線，青波。P40 S
：５個ずつと２０個を四角で囲む。S

Ｔ：次することは？ ：つけたしです。２人も赤で囲みます。S
Ｔ：分かっていることは？ ：青波を引いて，何個を囲みます。S

：新しい方法で挑戦してみよう。S

Ｔ：５個ずつ２人にあげるっていう

ことは，○さんに５個，△さんに

５個…。

：かけそうな人は，新しい図で。T2
無理そうな人は，他の方法でやっ

てみて。

支 適用問題を図をかいて解けるよ○
うに，あげた栗と残りの栗をたす

とはじめの栗になることを助言す

る。



：式と答えも書いてね。T2
Ｔ：できた人は，感想も書いてね。

５ 本時を振り返り，まとめる。

支 今日の学習で分かったこと心に○
， 。残ったことを振り返り まとめる

Ｔ：ちょっと難しかったみたいね。

５個と２個になっている人がいま ： こ れS
したね。 からこの新しい図を使いたい。

Ｔ：感想は？ ：飛んだ鳩やあげた栗をまき戻さないと，もとS
の数にならないことが分かった。

：図で考えると分かりやすかった。S
：テープ図よりも簡単なこの図を参考にして考S
えていきたい。

( ) 次時の子供の反応・・・ノート・板書より3

問題３

この時間も，数図ブロックや目盛りテープ等を用

児童が自力解決時に選んだ図 意していたが，左のように，より速くかける方法と

して線分図を選ぶ児童が増えていた。

線分図 ３１／３２ 前時，求めることが全部の数だったため，左図の

テープ図 ２／３２ ような線分図をかく児童がいた。そこで，全体のお

お金で １／３２ 金が 円であることに気づくように助言した。90

また，お金の模型を使って， あ 円， い 円と う □円で 円になるからと考え○ ○ ○30 40 90

ている子もいた。これを取り上げて話し合うことで，全体の 円から あ と い の 円90 70○ ○
をまとめて引けば う の値段を求めることができると，まとめて考えるよさに気づくこと○
ができた。

具体物に戻って考えることで，線分図

で考えていた子も，問題の数量関係をし

っかりとつかみ，考えを確かなものにす

ることができた。



５ 実践を通して

( ) 成果1
① 視覚的に分かりやすい問題提示の工夫

鳩のさし絵をはじめの場所から動かして問題提示した。その支援により，はじめ

はたくさんいた鳩が，飛んでいったので減ったことがよく理解できた。はじめの数

を求めるには飛んでいった鳩の数をたさなければならないことに気づき，ほとんど

の子が，自力解決の場面でたし算をしていた。

② 日常の学習のパターン化・ノート指導

問題把握の場面で，分かっていること・聞かれていることに赤線・青波線を引く

など，学習の進め方が身についてきている。また，普段からノート指導をしている

ことで，自分の考えをさっとかける子が増えてきた。この積み重ねが算数的な表現

力を身につける源になると考える。

③ 具体的な操作ができる場の設定

自力解決の時に，自分で必要な方法を選んで解くことができるように 「数図ブ，

ロック」コーナーと「目盛りテープ」コーナーを設置した。個に応じる指導がしや

， 。 ， ，すく どの子も自分の考えをかくことができた また 全体交流の場で発表もして

有用感を味わうことができていた。

④ 友だちと考えを練り合う全体交流

全体交流では，数図ブロック，目盛りテープから，○図（オペレータ図 ，テー）

プ図へと，意図的に指名した。まず，数図ブロックや目盛りテープを選んだ子が，

自分の考えを操作と言葉で説明した。その時

に子どもから出た「まきもどし 「もどす」」，

という表現を生かしてまとめたことで，逆思

考がよく心に残り理解できたようだ。○図，

テープ図と，図で自分の考えを表現した子も 「もどす」からたし算と説明してい，

た。

その後 似たところや違ったところを話し合う時に どれもたし算になる 残， ，「 」，「

， 」 ，りの 羽は左にあり 飛んでいった５羽と８羽は右にある という共通点を確認し17
そして 「テープ図は『速くできる 『数を数えなくていい 」などと，より簡潔な， 』， 』

表現のよさに気づいていた。

⑤ さらに簡単な図としての線分図の導入

「テープ図よりも簡単な図」として，

線分図を導入した。完成図を提示し，今

までの絵や図と同じことを表現している

， 。ことを確かめながら かき方を指導した

速くかけると思ったテープ図よりも 「も，

っと速くかける 「１本線だ」と線分図を」

かいた子が増加した。

( ) 課題2
① 交流の場で 「 ＋（８＋５）＝ 」という式が出た時，かっこの意味を問い返， 17 30
すなど，助言や板書をもう少し工夫し，式を表現の道具として使えるように意識化

していけばよかった。そうすることで，飛んだ鳩やあげた栗を「まとめて」考える

よさにもっと気づくことができたのではないか。

② 図は間違っているが，式は正答している子がいる。また，逆の場合もある。これ

は，式と図を関係づけて見ることが十分にはできていないからだと考える。考えを

練り上げる場で，図から式，式から図と関連づけて説明するなど，繰り返し指導し

ていかなければならない。
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